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２
月
27
日（
金
）か
ら
、
六
日

町
通
り
商
店
街
を
中
心
に「
く

り
こ
ま
商
家
の
ひ
な
祭
り
」が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
き
良

き
時
代
の
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い

を
取
り
戻
そ
う
と
、
毎
年
続
け

ら
れ
て
い
る
催
し
で
す
。
会
場

で
は
、
ひ
な
飾
り
や
、
糸
に
さ

ま
ざ
ま
な
飾
り
を
吊
る
し
た「
つ

る
し
飾
り
」を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
栗
駒
地
区
の「
つ
る
し
飾
り
」

は
、
平
成
20
年
の
岩
手
・
宮
城

内
陸
地
震
を
き
っ
か
け
に
、
地

域
を
元
気
づ
け
よ
う
と
商
工
会

を
中
心
に
制
作
の
輪
が
広
が
り

ま
し
た
。
私
も
毎
年
立
ち
寄
り
、

赤
子
の
顔
を
し
た
姫
だ
る
ま
、

ま
り
や
梅
の
花
を
模
し
た
愛
ら

し
い
飾
り
に
心
癒
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
つ
一
つ
に
込
め
ら
れ
た

願
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
栗

原
の
伝
統
を
つ
な
い
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
度
は
栗
原
市
誕

生
20
周
年
を
迎
え
、
多
く
の
記

念
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
喜
び
を
分
か

ち
合
っ
た
時
間
は
、
未
来
へ
の

確
か
な
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
宝
島
社
が
出
版
す
る

「
田
舎
暮
ら
し
の
本
」２
０
２
６

年
版
・
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト

ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
、
シ
ニ

ア
部
門
第
１
位
を
獲
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
励

み
に
、
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け

て
、
節
目
を
越
え
た
そ
の
先
も
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
歩
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

春
の
訪
れ
　節
目
を
越
え
て

ク
マ
対
策
誘
引
木

伐
採
計
画

　　
市
で
は
、
ク
マ
に
よ
る
被
害
防

止
の
た
め
、
柿
や
栗
の
木
な
ど
ク

マ
を
誘
引
す
る
樹
木
の
伐
採
作
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
伐
採
計
画
と
今
後
の
予
定
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
市
内
の
伐
採
希
望
本
数（
12
月

26
日
現
在
）

□
柿
の
木
　
3
6
4
4
本

□
栗
の
木
　
3
3
8
3
本

□
そ
の
他
の
木
　
1
2
7
1
本

●
伐
採
す
る
順
番

□
ク
マ
を
誘
引
す
る
可
能
性
が

高
い
、
柿
の
木
を
優
先
し
て

伐
採
し
ま
す
。

□
栗
や
そ
の
他
の
樹
木
の
伐
採

は
、
令
和
８
年
度
以
降
に
計

画
し
ま
す
。

●
令
和
７
年
度
の
予
定

①
市
内
で
も
特
に
ク
マ
の
目
撃

　
情
報
が
多
い
、栗
駒
地
区
、一

　
迫
地
区
、
鶯
沢
地
区
、
金
成

地
区
、
花
山
地
区
の
一
部
行

政
区
に
あ
る
柿
の
木
2
7
0

本
を
、
3
月
27
日（
金
）ま
で

に
伐
採
し
ま
す
。

②
①
以
外
の
地
区
に
あ
る
柿
の

木
3
3
7
4
本
の
所
在
地
な

ど
を
、
3
月
27
日（
金
）ま
で

に
調
査
し
ま
す
。
　

●
令
和
８
年
度
の
予
定

□
令
和
7
年
度
中
に
調
査
し
た

柿
の
木
3
3
7
4
本
を
伐
採

し
ま
す
。

□
市
内
全
域
の
栗
の
木
3
3
8
3

　
本
の
所
在
地
な
ど
を
調
査
し

ま
す
。

※
栗
の
木
や
そ
の
他
の
木
の
伐
採
時
期

な
ど
は
、
今
後
決
定
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
林
振
興
部
林
業
畜
産
課

☎（
22
）１
１
3
6

軽
自
動
車
の
廃
車
手

続
き
は
お
早
め
に

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
で
軽
自
動
車
や
原
動
機
付

自
転
車
、
農
耕
用
作
業
車
な
ど
を

所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま

す
。

　
手
放
し
た
車
両
の
廃
車
や
名
義

変
更
手
続
き
を
し
な
い
と
、
令
和

８
年
度
の
軽
自
動
車
税
が
現
在
の

名
義
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
４
月

１
日（
水
）ま
で
に
、
次
の
窓
口
で

手
続
き
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

廃
車
手
続
き
窓
口

●
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

□
原
動
機
付
自
転
車（
排
気
量

1
2
5
㏄
以
下
、
定
格
出
力

１
・
０
kw
以
下
）

□
小
型
特
殊
自
動
車（
農
耕
用
、

そ
の
他
）

●
軽
自
動
車
検
査
協
会
宮
城
主
管

事
務
所

☎
０
５
０（
３
８
１
６
）１
８
３
０

□
軽
自
動
車（
三
輪
、
四
輪
）

●
東
北
運
輸
局
宮
城
運
輸
支
局

☎
０
2
2（
2
3
5
）2
5
1
7

□
二
輪
の
軽
自
動
車（
排
気
量

2
5
0
㏄
以
下
）

□
二
輪
の
小
型
自
動
車（
排
気

量
2
5
０
㏄
超
）

　
総
務
部
税
務
課☎（

22
）１
１
２
１

春
の
火
災
予
防
運
動

　
３
月
７
日（
土
）ま
で
、
春
の
火

災
予
防
運
動
期
間
で
す
。
火
災
に

対
す
る
備
え
を
再
確
認
し
、
大
切

な
生
命
と
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
火
災
か
ら
い
の
ち
を
守
る

４
つ
の
習
慣

□
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い

　
高
清
水
地
区
に
あ
る
経
ケ
崎
遺

跡
は
、
高
清
水
総
合
支
所
か
ら
西

に
約
1
・
2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ

た
、
標
高
約
35
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵

上
に
位
置
す
る
、縄
文
時
代
、古
墳

時
代
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
複
合

遺
跡
で
、
主
に
奈
良
〜
平
安
時
代

の
集
落
跡
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
10
年
度
に
、
当
時
の
町
道

鳴
子
線
の
拡
幅
工
事
に
伴
う
発
掘

調
査
を
行
い
、
そ
れ
以
降
、
複
数

の
地
点
で
開
発
工
事
に
伴
う
確
認

調
査
※
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査

で
は
、
奈
良
時
代
後
半
頃
の
も
の

と
考
え
ら
れ
る
竪
穴
建
物
跡
を
複

数
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
10
年
度
に
行
っ
た
調
査
の

範
囲
は
、長
さ
約
1・
5
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
幅
約
15
メ
ー
ト
ル
と
細
長

い
も
の
で
、
現
在
の
遺
跡
範
囲
内

を
横
断
す
る
位
置
に
当
た
り
ま
す
。

調
査
の
結
果
、
竪
穴
建
物
跡
12
軒

と
、
溝
跡
、
土
坑
な
ど
を
発
見
し

ま
し
た
。
建
物
跡
の
中
に
は
、
雨

水
が
建
物
内
に
流
れ
込
む
の
を
防

ぐ
た
め
に
、
建
物
の
周
囲
に
溝
を

巡
ら
せ
た
も
の
や
、
建
物
内
部
か

ら
外
へ
排
水
す
る
た
め
の
溝
を
持

つ
も
の
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、

建
物
跡
は
、
2
、
3
軒
の
ま
と
ま

り
で
、
お
お
よ
そ
2
0
0
メ
ー
ト

ル
の
間
隔
を
空
け
て
分
布
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
遺
跡
の
東
端
で
開

発
工
事
に
伴
う
確
認
調
査
を
行
い
、

南
北
約
75
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
45

メ
ー
ト
ル
の
調
査
範
囲
の
中
で
、

古
代
の
竪
穴
建
物
跡
を
9
軒
確
認

し
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
成
果
が
、

建
物
の
分
布
状
況
を
考
え
る
上
で

の
資
料
と
な
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ

の
建
物
の
時
代
や
時
期
に
つ
い
て
、

出
土
し
た
土
器
な
ど
か
ら
今
後
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

※
遺
構
の
有
無
を
確
認
す
る
調
査

教
育
部
文
化
財
保
護
課

☎（
42
）３
５
１
５

□
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
、
燃
え

や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

□
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
、
火

の
そ
ば
を
離
れ
な
い

□
コ
ン
セ
ン
ト
を
清
掃
し
、
不

必
要
な
プ
ラ
グ
を
抜
く

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
寿
命
は
、

約
10
年
で
す
。
設
置
時
期
を
確
認

し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
本
体
の

交
換
や
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
火
災
警
報

器
は
、電
池
が
切
れ
る
前
に
ブ
ザ
ー

や
音
声
で
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
が
、

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
定
期

的
な
点
検
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
交
換
や
点
検
は
、
高
所

で
の
作
業
と
な
る
た
め
、
転
倒
や

落
下
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　　
消
防
本
部
予
防
課

☎（
22
）１
１
９
２

R
S
ウ
イ
ル
ス

（
母
子
免
疫
）ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
開
始
 

　
４
月
か
ら
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス（
母

子
免
疫
）ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

が
始
ま
り
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
予
診
票
を
送
付
す

る
の
で
、
忘
れ
ず
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

●
対
象
　
妊
娠
28
週
〜
36
週
の
人

●
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

☎（
22
）０
３
７
０

各
種
予
防
接
種
は

済
ん
で
い
ま
す
か
 

　
次
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な

い
人
は
、
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

●
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

第
２
期

□
対
象
　
小
学
校
就
学
前（
幼

稚
園
年
長
）の
子
ど
も

●
混
合
ワ
ク
チ
ン（
破
傷
風
、
ジ

フ
テ
リ
ア
）第
２
期

□
対
象
　
小
学
校
６
年
生
の
児
童

●
高
齢
者
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

□
対
象
　
任
意
予
防
接
種
費
用

助
成
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
、

令
和
7
年
度
に
65
歳
、
70
歳
、

75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、

95
歳
、1
0
0
歳
以
上
に
な
っ

た（
な
る
）人

●
接
種
期
限
　
３
月
31
日（
火
）

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

☎（
22
）０
３
７
０

こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
開
始
 

　
子
ど
も
の
成
長
と
家
庭
を
支
援

す
る
た
め
、
毎
月
一
定
時
間
ま
で
、

子
ど
も
を
保
育
所
な
ど
の
施
設
に

通
わ
せ
ら
れ
る
新
し
い
制
度
が
始

ま
り
ま
す
。

●
開
始
日
　
４
月
１
日（
水
）

●
対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る

子
ど
も
が
対
象
で
す
。

□
市
内
に
住
所
が
あ
る

□
生
後
６
ヵ
月
か
ら
３
歳
未
満

□
保
育
所
な
ど
の
施
設
に
在
籍

し
て
い
な
い
こ
と

●
利
用
可
能
時
間
　
子
ど
も
1
人

に
つ
き
月
10
時
間
ま
で

●
実
施
施
設
　
築
館
保
育
所

●
預
か
り
可
能
時
間
　
月
曜
日
〜

金
曜
日
、
午
前
９
時
〜
正
午

●
料
金
　
１
時
間
当
た
り
３
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
子
育
て
支
援
課

☎（
22
）２
３
６
０

※警報音はメーカーや製品により異なります。

正常をお知らせするメッセージ
または火災警報音が鳴ります。

ピピ、
ピーピーピー

ピーピーピー
火事です

▲温もりあふれるつるし飾り

き
ょ
う
　 が
　  さ
き

247 市
内
の
文
化
財
散
策

経
ケ
崎
遺
跡

▲今年度の調査で確認した竪穴建物跡


